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スマートフォンやタブレットの無料アプ
リ「マチイロ」で、「広報ゆざわ」がご覧
いただけます。

マチを好きになるアプリ

簡単な操作で、いつでも
どこでも広報紙を読むこ
とができます。
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【毎月1日・15日発行】

日本各地のご当地うどんを堪能！日本各地のご当地うどんを堪能！
　１０月１日・２日に開催された「全国まるごとうどん
エキスポ２０１６in秋田・湯沢」。今年は、１６都道府
県・１９銘柄が主会場の市役所駐車場に出店。
　地域色豊かな全国のご当地うどんの食べ比べを楽しも
うと、好天にも恵まれ二日間で１１万５千人の来場者で
にぎわいました

　１０月１日・２日に開催された「全国まるごとうどん
エキスポ２０１６in秋田・湯沢」。今年は、１６都道府
県・１９銘柄が主会場の市役所駐車場に出店。
　地域色豊かな全国のご当地うどんの食べ比べを楽しも
うと、好天にも恵まれ二日間で１１万５千人の来場者で
にぎわいました
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▲100歳の誕生日を迎えた大友さん

大友　瑞子　
みずこおおとも

さん（飯田）

おめでとうございます　100歳長寿

　大正5年9月25日生まれで、100歳の誕生日を
迎えた大友さんの自宅を齊藤市長が訪問し、祝い
状とお祝い金を手渡しました。
　長寿の秘訣は、無理をしないでできることは自
分でやることだそうです。
　大友さんは、耳は少し聞こえなくなりましたが、
朝ご飯を食べてから新聞を読むのが日課となって
います。
　当日は、市長から「100歳おめでとうございま
す」と声を掛けられると、笑顔で喜んでいました。

全国大会に出場する
中学生の皆さんを紹介します

　レベルの高い全国大会に出
場するのは初めてなので、緊張
せずにベストを尽くし、納得のい
く結果を残せるよう頑張ってきた
いと思います。
◯第47回ジュニアオリンピック陸上
　競技大会／女子Ｃクラス（中学１
　年生）800メートル
　10月28日～30日（神奈川県横浜市
　／日産スタジアム）

湯沢北中学校1年

阿 部　円 海　さん
　中学校生活最後の大会とな
る横浜の日産スタジアムという
大舞台で、自己ベストを出し入
賞できるよう、最高のパフォーマ
ンスを発揮してきたいと思います。
◯第47回ジュニアオリンピック陸上
　競技大会／男子Ａクラス（中学３
　年生）110メートル障害
　10月28日～30日（神奈川県横浜市
　／日産スタジアム）

湯沢北中学校3年
あべ　　　　まるみほりかわ　　　　ゆうた

堀 川 佑 太　さん
　助走のスピードアップと力強
い踏み切りを練習しています。
大会では、その成果を発揮し自
己記録を大幅に更新できるよう
頑張ってきたいと思います。
◯第47回ジュニアオリンピック陸上
　競技大会／女子Ｃクラス（中学１
　年生）走り幅跳び
　10月28日～30日（神奈川県横浜市
　／日産スタジアム）

稲川中学校1年
   やまだ　　　　みずき

山田　瑞稀　さん

全
中

全国大会へ！
　8月28日、岩手県盛岡市の岩手県民会館で
行われた全日本吹奏楽コンクール第59回東北
大会に、湯沢北中学校吹奏楽部が出場。見事
金賞を受賞し、11年ぶり3度目の全国大会
（10月22日、愛知県名古屋市／名古屋国際会
議場）出場を決めました。この大会には6県
から24校が出場し金賞は9校で、うち東北代
表に選ばれたのは、湯沢北中を含め3校でした。
　吹奏楽部員は3年生15人、2年生14人、1
年生15人の計44人で、部長の藤原蒼彩さんは
「全国大会に行けなかった11年分の思いと、
東北・秋田代表として誇りを持って、誰もが
感動するような北中サウンドを響かせてきま
す」と、顧問の佐藤久美子先生は「音楽のま
ち“ゆざわ”で育まれ、多くの方々に支えられ
ながら音楽ができることに感謝し、夢の舞台
“センチェリーホール”では、北中サウンドの
さらなる可能性を探って最高の瞬間を刻んで
きます」と抱負を語ってくれました。　

湯沢北中学校吹奏楽部

東北吹奏楽コンクール

金　賞

11年ぶり3度目の

　9月15日、県内各地区から代表者10人が出場し、
秋田市の県生涯学習センターで県大会が行われ、見
事最優秀賞に輝き、県代表として青森県で開催され
る東北大会に出場します。
　南さんは「全県大会という大きな舞台では、貴重
な体験をすることができました。今まで練習を支え
てくれた先生や家族に感謝し、東北大会ではベスト
の発表をして優勝し、恩返ししたいです」と話して
くれました。

トピックスＴＯＰＩＣＳ

たいがみなみ

第69回秋田県中学校英語暗唱・弁論大会
暗唱の部　“ 最優秀賞 ”　東北大会へ！

湯沢北中学校 2年   南　　大　河 さん

全国大会に出場する
中学生の皆さんを紹介します

　9月15日、県内各地区代表者13人が出場し、
秋田市の県生涯学習センターで県大会が行われ、
見事第三位に入賞し、県代表として東京都で開
催される全国大会に出場します。
　南さんは「県大会では、緊張して上手にでき
ないところもあったので、全国大会という大き
な舞台では、県の代表として恥じないよう、緊
張せずに自分らしく、堂々とした発表ができた
らいいなと思っています」と話してくれました。

湯沢北中学校3年
みなみ　　　　かのん

南　　花　音　さん

全
中

第69回秋田県中学校英語暗唱・弁論大会
弁論の部　第 三 位

　県北、中央、県南各地区の代表者13人が、9
月15日に秋田市の秋田北中学校で、中学生が
日々の生活や地域活動などで感じたことを発表
しました。
　井川さんは最優秀賞に選ばれ、県代表として
東京都で開催される全国大会の出場候補に推薦
され、「県代表に選んでいただいたことに対し
て感謝と誇りを持って全国大会に臨みたいで
す」と話してくれました。

稲川中学校3年
いかわ　　　 りせ

井川　凛世　さん

わたしの主張2016第38回少年の主張県大会

最 優 秀 賞

　さとう　　くみこ

ふじわら　あおい

11月13日（東京都渋谷
区／国立オリンピック
記念青少年総合センター）

11月23～24日（東京都
港区／赤坂区民ホール）
11月25日（東京都千代
田区／よみうりホール）

11月5日（青森県青森
市／青森県総合福祉セ
ンター）

ひけつ
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災害時要援護者避難支援プラン　進捗状況（地域別行政区数）　　

湯沢(240) 稲川(79) 雄勝(74) 皆瀬(19)
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災害時要援護者避難支援プランＱ＆ＡＱ＆Ａ
　個別計画の作成に同意しないと助けて
もらえないのですか？同意すれば必ず助
けてもらえますか？

Ｑ Ａ＆
　避難支援者にはどんな義務や責任が発
生するのですか？

　なぜ地域住民に助けを求めるのですか？

　なぜ個別計画の作成が必要なのですか？
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政
区
（
以
下
「
町
内
会
等
」

と
い
う
）
の
単
位
で
地
域

の
方
々
が
集
ま
り
、
話
し

合
い
の
上
で
対
象
と
な
る

人
を
選
出
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
、
町
内
会
等

の
代
表
な
ど
が
事
業
内
容

を
説
明
し
、
家
族
の
緊
急

連
絡
先
、
避
難
場
所
等
を

記
載
し
た
個
別
計
画
を
作

成
す
る
こ
と
に
同
意
し
た

場
合
は
、
対
象
者
の
安
否

確
認
や
避
難
所
ま
で
の
移

動
を
支
援
す
る
避
難
支
援

者
を
本
人
の
同
意
を
得
な

が
ら
、
隣
近
所
か
ら
二
、

三
人
を
町
内
会
等
で
選
出

し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
作
成

し
た
個
別
計
画
を
警
察
、

消
防
、
民
生
委
員
な
ど
の

関
係
機
関
が
情
報
共
有
す

る
こ
と
に
同
意
し
て
い
る

人
が
五
百
十
三
人
い
ま
す
。

　
平
成
七
年
の
阪
神
大
震
災
や
二
十
三
年

の
東
日
本
大
震
災
、
二
十
六
年
に
広
島
市

で
発
生
し
た
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
な
ど
、

災
害
は
突
然
発
生
し
、
多
く
の
人
の
生
命

や
財
産
を
奪
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た

場
合
や
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、

ま
ず
第
一
に
自
分
の
安
全
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
平
成
二
十
三
年
三
月
に
「
湯

沢
市
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン

（
全
体
計
画
）」
を
策
定
し
、
二
十
四
年
度

か
ら
湯
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
に
、

地
域
に
お
け
る
災
害
時
要
援
護
者
の
避
難

支
援
体
制
の
構
築
を
重
点
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン（
個

別
計
画
）
の
作
成
は
、
大
規
模
な
災
害
が

広
範
囲
に
わ
た
り
発
生
し
た
場
合
、
行
政

が
す
ぐ
に
駆
け
付
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
た
め
、
災
害
発
生
時
に
お
い
て
避
難
情

報
の
入
手
、
避
難
の
判
断
ま
た
は
避
難
行

動
に
支
障
が
あ
る
な
ど
、
何
ら
か
の
支
援

が
必
要
と
な
る
人
（
以
下
「
要
援
護
者
」

と
い
う
）
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
要
援
護
者
の
把
握
は
、
町
内
会
や
行

助け合い、支え合いの心で
　　　　自然災害に備えよう
助け合い、支え合いの心で
　　　　自然災害に備えよう
助け合い、支え合いの心で
　　　　自然災害に備えよう

湯沢市災害時要援護者避難支援プラン湯沢市災害時要援護者避難支援プラン

○問い合わせ　福祉課地域福祉班（☎73-2122）

①
町
内
会
等
へ
プ
ラ
ン
の
説
明
に
伺
い
ま
す

　（
社
会
福
祉
協
議
会
・
市
役
所
）

②
地
域
で
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
情
報
を

　
集
め
ま
す（
町
内
会
役
員
・
民
生
委
員
等
）

③
要
援
護
者
の
お
宅
を
訪
ね
、
こ
の
プ
ラ
ン

　
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
（
町
内
会
役
員
・

　
民
生
委
員
・
社
会
福
祉
協
議
会
等
）

④
個
別
計
画
の
作
成
を
希
望
さ
れ
る
人
は
申

　
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
ま
す
（
代
筆

　
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

⑤
避
難
支
援
者
を
決
め
ま
す
（
隣
近
所
の
人

　
が
理
想
で
す
）

⑥
個
別
計
画
は
、
年
に
一
度
見
直
し
を
行
い

　
ま
す

209の行政区で取り組み、513人が個別計画を作成209の行政区で取り組み、513人が個別計画を作成

◆
災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン

　
の
基
本
的
な
進
め
方

▲中野町内会での説明会（平成28年 9 月17日）

　
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
避
難

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
災
害

へ
の
備
え
と
し
て
避
難
に
つ
い
て
、
ど
こ

に
・
ど
の
よ
う
に
・
誰
と
逃
げ
る
の
か
、

ま
た
、
近
所
の
お
住
ま
い
の
方
々
と
の
連

携
な
ど
、
ぜ
ひ
普
段
か
ら
考
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

※「事業完了」とは、要援護者を登録済み、もしくは対象者がいないことが確認できた行政区。
「事業継続中」とは、市や社会福祉協議会から説明を受けた。または町内等で話し合いを行っ
ているが、まだ要援護者の登録には至っていない行政区。「未着手」とは、まだこの事業に取
り組んでいない行政区。

　この制度の同意・不同意に関わらず、
被災者は支援されますが、あらかじめ要
援護者として同意していただくことで、
避難支援や安否確認をより速やかに行う
事が可能です。しかし、災害時には避難
支援者の方々も被災することもあります
ので、必ずしも支援が受けられるとは限
りません。支援を希望される人も、日頃
からできる限りの備えをお願いします。

　この制度は、地域の皆さんの協力によっ
て成り立つものです。善意と共助の精神
に基づくものであるため、避難支援者に
災害時の義務や責任が伴うものではあり
ません。ご自身や家族の安全を確保した
上で、身の回りの手助けを必要としてい
る人に対して、できる範囲で支援をお願
いします。

　災害時に、地域において安否確認や避
難支援を迅速に行えるようにするだけで
なく、個別計画を作成することで、地域
での高齢者や障がい者の方々への日常的
な見守り活動への関心が高まることを期
待しています。
　また、過去にその地域にどのような災
害が起きたかなど、その地域の特性は住
んでいる人が良く知っています。個別計
画の作成に関わることで、災害時の行動
について近所の方々と情報共有すること
で、被害を最小限にできます。

　災害時には、消防や警察を始めとする
公的機関が、住民の避難誘導などさまざ
まな支援活動を行いますが、それだけで
は十分ではありません。災害の規模が多
発的に大きいほどその被害は大きくなり、
普段のように消防車や救急車が駆け付け
ることは困難になります。
　東日本大震災や過去の大きな災害の例
をみても、被災した人のほとんどが、隣
近所や地域の人に救助されています。地
域住民が協力して自然災害に備えること
が、大変重要になります。
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◆
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

　
　
　
　
　
　
　

 （
2
号
認
定
・
3
号
認
定
）

　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
新
た
に
保

育
を
必
要
と
し
て
入
所
を
希
望
す
る
子
ど
も

の
申
し
込
み
を
次
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
込
書
類
一
式
を
子
育
て
支
援
課
児
童
家

庭
班
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

で
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
類
一
式
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

二
十
九
年
度
も
同
じ
保
育
所
な
ど
へ
の
継

続
入
所
を
希
望
す
る
子
ど
も
の
場
合
は
、
現

況
届
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
現
況
届

は
、
後
日
郵
送
ま
た
は
保
育
所
等
を
通
じ
て

配
布
し
ま
す
。

○
利
用
申
込
書
配
布
開
始　

10
月
17
日
㈪
〜

○
受
付
期
間

11
月
1
日
㈫
〜
30
日
㈬
午
前

　

9
時
〜
午
後
5
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　

を
除
く
）

※

こ
の
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
申
し
込
ん
だ
場

合
は
、
入
所
審
査
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

○
受
付
場
所　

子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班

　

お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

○
持
参
す
る
も
の　

申
込
書
類
一
式
、
印
鑑

・
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由

　

保
育
所
や
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
で
保
育
を

希
望
す
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

①
就
労
（
フ
ル
タ
イ
ム
の
他
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
、
夜
間
、
居
宅
内
の
就
労
な
ど
、
基
本
的

に
す
べ
て
の
就
労
を
含
む
）②
妊
娠
・
出
産

③
保
護
者
の
疾
病
・
障
が
い
④
同
居
ま
た
は

長
期
入
院
な
ど
を
し
て
い
る
親
族
の
介
護
・

看
護
⑤
災
害
復
旧
⑥
求
職
活
動
（
起
業
準
備

を
含
む
）⑦
就
学
（
職
業
訓
練
を
含
む
）⑧
虐

待
や
家
庭
内
暴
力
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
⑨
育

児
休
業
中
の
既
保
育
利
用
児
の
継
続
利
用
⑩

そ
の
他
、
こ
れ
ら
に
類
す
る
状
態
と
し
て
市

が
認
め
る
場
合

・
保
育
の
必
要
量

①「
保
育
標
準
時
間
」
利
用

　

フ
ル
タ
イ
ム
就
労
を
想
定
し
た
利
用
時
間

　
（
最
長
11
時
間
）

②「
保
育
短
時
間
」
利
用

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
を
想
定
し
た
利
用
時

　

間
（
最
長
8
時
間
）

※

「
保
育
短
時
間
」
の
利
用
が
可
能
な
保
護

者
の
就
労
時
間
の
下
限
は
、
一
カ
月
当
た
り

四
十
八
時
間
（
週
三
日
四
時
間
、
週
四
日
三

時
間
な
ど
）
以
上
と
な
り
ま
す
。
就
労
以
外

の
事
由
で
保
育
を
希
望
す
る
場
合
の
利
用
時

間
は
、
事
由
や
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

◆
認
定
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園
（
1
号
認
定
）

　

子
ど
も
が
満
三
歳
以
上
で
、
教
育
（
一
号

認
定
）
を
希
望
す
る
場
合
は
、
保
護
者
が
働

い
て
「
い
る
」「
い
な
い
」
に
か
か
わ
ら
ず

利
用
で
き
ま
す
。
保
護
者
が
直
接
希
望
す
る

認
定
こ
ど
も
園
な
ど
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

○
受
付
期
間　

11
月
1
日
㈫
〜

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭

　

班
（
☎
78
0
1
6
6
）
へ

1号認定
教育標準時間認定

◆新制度では、3つの区分の認定に応じて、施設（幼稚園、保育
　所、認定こども園）の利用先が決まってきます

子どもが満3歳以上
で、教育を希望する
場合

2号認定
満3歳以上・保育認定
子どもが満3歳以上
で、「保育の必要な
事由」に該当し、保
育所等での保育を希
望する場合

3号認定
満3歳未満・保育認定
子どもが満3歳未満
で、「保育の必要な
事由」に該当し、保
育所等での保育を希
望する場合

利用先 幼稚園
認定こども園

利用先 保育所
認定こども園

利用先 保育所
認定こども園

　

自
宅
で
家
事
や
育
児
、
介
護
を
し
な
が

ら
、
お
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
「
働
き
方

改
革
」
を
推
進
す
る
た
め
、
時
間
や
場
所

に
と
ら
わ
れ
な
い
「
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン

グ
」
を
活
用
し
て
在
宅
就
業
を
実
践
す
る
、

在
宅
ワ
ー
カ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
あ
な
た
に
合
う
新
し
い
働
き
方
、
あ

な
た
自
身
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を

確
立
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
世
界
中
の

企
業
と
個
人
が
直
接
つ
な
が
り
、
仕
事
の

受
発
注
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

◆
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー
シ
ン
グ
と
は
？

◆
募
集
説
明
会

○
参
加
要
件　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
し

　

て
い
る
こ
と

　

・ 

20
歳
以
上
の
湯
沢
市
民
で
あ
る
こ
と

　

・ 

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作
が
で
き

　
　

る
こ
と

　

・ 

在
宅
ワ
ー
ク
に
積
極
的
か
つ
継
続
的

　
　

に
取
り
組
め
る
こ
と

○
募
集
人
数　

30
人
程
度

○
募
集
期
間　

10
月
15
日
㈯
〜
12
月
14
日

　

㈬
○
選
考
の
流
れ　

説
明
会
参
加

←

面
談

←

　

ス
キ
ル
確
認

○
募
集
説
明
会　

事
業
の
趣
旨
や
訓
練
内

　

容
、
訓
練
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
訓
練
終
了

　

後
の
実
務
等
に
つ
い
て
の
説
明

○
面
談
内
容　

参
加
要
件
を
満
た
し
て
い

　

る
か
、Ｏ
Ａ
ス
キ
ル
等
の
確
認

※

ス
キ
ル
確
認
は
合
否
に
は
影
響
し
ま
せ

ん
。

○
訓
練
内
容　

自
立
し
た
在
宅
ワ
ー
カ
ー

　

と
な
る
た
め
に
必
要
な
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス

　

キ
ル
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
コ
ン
プ

　

ラ
イ
ア
ン
ス
、Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
、
デ
ザ
イ
ン
、

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
、
実
務
訓
練
な
ど

○
訓
練
期
間　

12
月
中
旬
〜
平
成
29
年
3

　

月
末

○
訓
練
回
数　

全
13
回
（
1
回
2
時
間
程

　

度
）

○
訓
練
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

訓
練
期
間
内
に
て
、
参
加
者
が
訓
練
に

　

参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
同
一
訓
練
を

　

平
日
の
日
中
、
夜
、
土
曜
日
な
ど
、
複

　

数
回
開
催
し
ま
す

◆
募
集
要
項

平
成
29
年
度
教
育
・
保
育
施
設
の

　
　

入
所
申
し
込
み
受
け
付
け
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
教
育
・
保
育
施
設
の

　
　

入
所
申
し
込
み
受
け
付
け
に
つ
い
て

平
成
29
年
度
教
育
・
保
育
施
設
の

　
　

入
所
申
し
込
み
受
け
付
け
に
つ
い
て

湯
沢
市
在
宅
ワ
ー
カ
ー

　
　

育
成
事
業
（
第
3
期
）
募
集
し
ま
す

湯
沢
市
在
宅
ワ
ー
カ
ー

　
　

育
成
事
業
（
第
3
期
）
募
集
し
ま
す

湯
沢
市
在
宅
ワ
ー
カ
ー

　
　

育
成
事
業
（
第
3
期
）
募
集
し
ま
す

○
と　

き

　

10
月
15
日
㈯
〜
12
月
14
日
㈬

　
　

平　

日　

①
午
後
1
時
②
午
後
4
時

　
　
　
　
　
　

③
午
後
7
時

　
　

土
曜
日　

①
午
前
10
時
②
午
後
1
時

　
　
　
　
　
　

③
午
後
4
時

※

日
曜
は
説
明
会
な
し
。
適
宜
開
催
し
ま

す
。

○
会　

場

　

在
宅
ワ
ー
ク
推
進
セ
ン
タ
ー

　
（
湯
沢
市
柳
町
2
丁
目
2-

40
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

　

本
秋
田
支
店
湯
沢
ビ
ル
）

※

受
け
付
け
開
始
は
十
五
分
前
か
ら
と
な

り
ま
す
。
説
明
会
は
一
時
間
程
度
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

○
募
集
説
明
会
応
募
方
法

　

電　
　

話　

0
5
0
ー
8
8
8
2
ー
5

 
 
 
 
 
 

6
2
2

　

受
付
時
間　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5

　
　
　
　
　
　

時
（
日
曜
日
は
休
み
）

※

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
も

応
募
で
き
ま
す（http://yuzaw

a-cs.com

）

○
問
い
合
わ
せ

　

在
宅
ワ
ー
ク
推
進
セ
ン
タ
ー
（
株
式
会

　

社
パ
ソ
ナ
テ
ッ
ク
内
☎
0
5
0
ー
8
8
8
2
ー

　
5
6
2
2
、　info@

yuzaw
a-cs.com

、
湯

　

沢
市
柳
町
2
丁
目
2-

40
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

　

本
秋
田
支
店
湯
沢
ビ
ル
）
へ

湯沢市皆瀬字沢梨台 47‒2

湯沢市柳町二丁目 4‒37

湯沢市元清水二丁目 3‒26

湯沢市裏門一丁目 2‒33

湯沢市岩崎字千年 71-4

湯沢市深堀字高屋敷 58‒3

湯沢市駒形町字八面狐塚 58

区　分 施設名 住　所

皆 瀬 保 育 園

湯 沢 保 育 園

湯沢乳児保育園

みたけ保育園

岩 崎 保 育 園

深 堀 保 育 園

駒 形 保 育 園

湯沢市横堀字土渕 28

湯沢市三梨町字古三梨町 155

湯沢市表町四丁目 7-8

湯沢市清水町二丁目 3-3

湯沢市愛宕町二丁目 1-16

湯沢市田町二丁目 3‒52

区　分 施設名 住　所

おがち保育園

あおぞらこども園

双 葉 幼 稚 園

湯沢若草幼稚園

愛 宕 幼 稚 園

湯沢よつばこども園

※平成29年4月から認定こども園になる予定です。

認定こども園
1号～3号認定
子どもを受け入れ
○申請先
　1号認定＝
　各認定こども園
　2・3号認定＝
　市役所

保育所
2号・3号認定
子どもを受け入れ
○申請先
　市役所



　

十
月
三
十
一
日
㈪
が
納
期
限
の
市
税
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◯
国
民
健
康
保
険
税　

第
四
期

◯
市
・
県
民
税　

第
三
期

※
納
期
限
ま
で
に
納
入
が
な
い
場
合
は
、

納
期
限
後
二
十
日
以
内
に
督
促
状
を
発
送

し
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
を

お
勧
め
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
班
（
☎
73

2
1
1
8
）
へ

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
、
そ
の
家
族
の
悩

み
ご
と
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

◯
と　

き　

10
月
20
日
㈭
午
後
1
時
30
分

〜
5
時

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
3
階
会
議
室

33
◯
相
談
内
容　

各
種
制
度
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
・
利
用
に
関
す
る
こ
と
、
地

域
生
活
や
介
護
に
関
す
る
こ
と
な
ど

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

包
括
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
相
談

支
援
部
会
事
務
局
（
や
ま
ば
と
園
内
☎

42
2
1
4
1
）
ま
た
は
福
祉
課
障
が
い

福
祉
班
（
☎
55
8
0
7
5
）
へ

　

ド
イ
ツ
人
音
楽
家
と
日
本
人
書
家
に
よ

る
、
ピ
ア
ノ
・
尺
八
・
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
共
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

10
月
19
日
㈬
午
後
5
時
開
演

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
務
法
制
班

（
☎
73
2
1
1
2
）
へ

　

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
ジ
ー
ク
ブ
ル
ク
市

か
ら
中
学
生
一
行
が
来
訪
し
ま
す
。

　

市
内
で
中
学
生
の
い
る
一
般
家
庭
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
日
本
文
化
に
触

れ
、
生
徒
同
士
の
交
流
を
深
め
ま
す
。

◯
と　

き　

10
月
15
日
㈯
〜
23
日
㈰

◯
訪
問
人
数　

22
人
（
男
子
生
徒
5
人
、

女
子
生
徒
11
人
、
引
率
者
6
人
）

◯
体
験
概
要　

体
験
通
学
、
剣
道
、
弓
道
、

蒔
絵
、
稲
庭
う
ど
ん
作
り
、
ま
な
ぐ
凧

作
り
、
酒
蔵
見
学
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

　

市
民
大
学
の
受
講
生
の
ほ
か
、
一
般
市

民
の
か
た
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

10
月
19
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
2

階
第
1
集
会
室

◯
演　

題　
「
防
災
の
話
〜
災
害
に
備
え

て
知
る
こ
と
、
や
る
こ
と
〜
」

◯
講　

師　

総
務
課
防
災
監
兼
総
合
防
災

室
長　

嵯さ

峨が

敏と
し

勝か
つ

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

◯
公
告
日　

10
月
14
日
㈮

◯
入
札
予
定
時
期　

11
月
上
旬

◯
委
託
内
容

・
業　

務　

道
路
除
排
雪
業
務
（
湯
沢
地

域
・
稲
川
地
域
・
雄
勝
地
域
・
皆
瀬
地

域
）　

・
工　

期　

11
月
11
日
㈮
〜
平
成
29
年
3

月
31
日
㈮

・
場　

所　
﹇
湯
沢
地
域
﹈1
工
区
〜
6
工

区
／﹇
稲
川
地
域
﹈7
工
区
〜
9
工
区
／

﹇
雄
勝
地
域
﹈10
工
区
〜
11
工
区
／﹇
皆

瀬
地
域
﹈ 

12
工
区

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
21
日

㈮
ま
で
、
建
設
課
管
理
用
地
班
（
☎
73

2
1
5
5
）
へ

◯
公
告
日　

10
月
24
日
㈪

◯
入
札
予
定
時
期　

11
月
上
旬

◯
委
託
内
容

・
業　

務　

湯
沢
・
稲
川
・
雄
勝
地
域

小
・
中
学
校
、
教
育
関
係
施
設
、
各
地

区
セ
ン
タ
ー
の
早
朝
除
雪
業
務

・
工　

期　

11
月
11
日
㈮
〜
平
成
29
年
3

月
31
日
㈮

・
場　

所　
﹇
湯
沢
地
域
﹈1
工
区
〜
12
工

区
／﹇
稲
川
地
域
﹈13
工
区
〜
18
工
区
／

﹇
雄
勝
地
域
﹈19
工
区
〜
21
工
区

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
31
日

㈪
ま
で
、教
育
総
務
課
施
設
管
理
班（
☎

55
8
1
7
3
）
へ

市
税
は
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

障
が
い
に
関
す
る福

祉
相
談
会

ド
イ
ツ
の
中
学
生
が
来
訪
!

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2016.10.15
9

2016.10.15
8

日
独
友
好
コ
ン
サ
ー
ト

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

市
道
除
排
雪
業
務
委
託
に

係
る
入
札

市
教
育
関
係
施
設

除
雪
業
務
委
託
に

係
る
入
札

◯
と　

き　

10
月
27
日
㈭
午
前
8
時
30
分

〜
午
後
4
時
30
分

◯
参
加
料　

三
百
円

◯
対　

象　

市
内
在
住
の
人

◯
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
18
日

㈫
午
前
8
時
30
分
か
ら
、
湯
沢
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

種
苗
交
換
会
創
設
の
功
労
者
で
あ
る
石い
し

川か
わ

理り

紀き

之の

助す
け

が
師
と
仰
い
だ
高た

か

橋は
し

正し
ょ
う

作さ
く

や
、

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
湯
沢
の
近
代

児
童
作
品
な
ど
を
ま
る
ご
と
紹
介
し
ま
す
。

【
高
橋
正
作
・
糸い
と

井い

茂も

助す
け

・
後ご

藤と
う

逸い
つ

女じ
ょ

展

〜
郷
土
が
誇
る
先
覚
者
た
ち
〜
】

【
近
代
児
童
作
品
・
七
夕
絵
ど
う
ろ
う
展

〜
郷
土
が
誇
る
作
品
の
数
々
〜
】

◯
と　

き　

10
月
22
日
㈯
〜
11
月
10
日
㈭

／
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
／
雄
勝

郡
会
議
事
堂
記
念
館

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教
育

　

文
化
班
（
☎
73
2
1
6
3
）
へ

【
高
橋
正
作
＆
石
川
理
紀
之
助
講
演
会
】

◯
と　

き　

10
月
29
日
㈯

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
郡
会
議
事
堂
記
念
館

◯
講
演
・
対
談
会　

簗や
な

瀬せ

均ひ
と
し

さ
ん
、
石い

し

川か
わ

紀の
り

行ゆ
き

さ
ん
／
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

◯
見
学
会　

高
橋
正
作
旧
宅
（
桑
崎
字
中

泊
10
）／
午
後
2
時
〜
3
時

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

正
作
邸
に
集
う
会
鎌
田

（
☎
0
9
0
―
6
6
2
0
―
3
0
1
6
）

へ

　

十
月
十
五
日
㈯
か
ら
二
十
一
日
㈮
ま
で
、

建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
と
良
好
な
住
環

境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
全
国
的

に
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
十
月
十
九
日
㈬
は
、
一
斉
公
開

建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。　

◯
問
い
合
わ
せ　

県
建
築
住
宅
課
（
☎

0
1
8
―
8
6
0
―
2
5
6
5
）
へ

◯
と　

き　

11
月
18
日
㈮
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

◯
演　

題　
「
家
族
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
」

◯
講　

師　

上う
え

村む
ら

佐さ

知ち

子こ

さ
ん
（
秋
田
大

学
大
学
院
）

◯
参
加
料　

無
料

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

10
月
28
日

㈮
ま
で
、
雄
勝
地
域
振
興
局
企
画
福
祉

課
（
☎
73
6
1
5
5
）
へ

　

ふ
れ
あ
い
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
併
せ

て
「
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
」
を
実
施
し
ま
す
。

善
意
の
登
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◯
と　

き　

10
月
16
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
4
時

◯
と
こ
ろ　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
よ
ね

や
（
千
石
大
橋
店
）

※
登
録
は
二
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
採
血
で
終

わ
り
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
地
域
振
興
局
福
祉

環
境
部
（
☎
73
6
1
5
5
）
へ

◯
と　

き　

10
月
18
日
㈫
〜
26
日
㈬
／
午

前
9
時
〜
午
後
8
時
（
18
日
は
正
午
か

ら
、
26
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
ロ

ビ
ー

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
写
真
協
会
鶴
田

（
☎
73
1
7
9
7
）
へ　

◯
と　

き　

10
月
23
日
㈰
午
後
2
時
45
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
2

階
第
1
集
会
室

◯
入
場
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

県
南
オ
カ
リ
ナ
湯
沢
室

日
高
見
（
☎
0
9
0
―
4
9
1
8
―
4

 

6
7
4
）
へ

　

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
消
防
本

部
と
湯
沢
警
察
署
が
合
同
災
害
現
場
対
応

基
本
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の

訓
練
は
、
公
開
型
訓
練
と
し
て
行
い
ま
す
。

◯
と　

き　

10
月
23
日
㈰
午
前
9
時
30
分

〜
11
時
20
分
（
雨
天
決
行
）

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
警
察
署
庁
舎
敷
地
内

※
災
害
な
ど
に
よ
り
訓
練
が
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村

圏
組
合
消
防
署
（
☎
73
3
1
5
1
）
へ

秋
の
自
然
観
察
会

〜
鳴
子
峡

（
大
深
沢
遊
歩
道
、尿し
と

前ま
え

の
関
）〜

種
苗
交
換
会
協
賛
行
事

湯
沢
ま
る
ご
と
偉い

っ
得と

く

!

〜
郷
土
が
誇
る
先
覚
者
と
作
品
の
数
々
〜

平
成
28
年
度

違
反
建
築
防
止
週
間

に
つ
い
て

心
の
健
康
に
関
す
る
研
修
会

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

湯
沢
市
写
真
協
会

　
　
『
写
真
展
』

オ
カ
リ
ナ

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

消
防
署
・
警
察
署
合
同

災
害
現
場
対
応
基
本
訓
練

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
のお

知
ら
せ



◯
と　

き　

10
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
1
時

◯
と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
交
流
館
「
い
ん
な

い
」
院
内
駅
前
広
場

◯
出　

品　

院
内
産
農
特
産
物
、
山
菜
、

日
用
雑
貨
、
衣
料
品
、
北
海
道
置
戸
町

産
タ
マ
ネ
ギ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
詰
め
放
題

な
ど

※
芋
の
子
汁
の
振
る
舞
い
も
あ
り
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
お
が

ち
ふ
る
さ
と
学
校
」
事
務
局
（
☎
78

6
0
2
7
）
へ

◯
と　

き　

10
月
23
日
㈰
午
後
0
時
30
分

〜
5
時

◯
と
こ
ろ　

三
関
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

◯
植
樹
場
所　

上
関
地
区
・
相
川
地
区
の

山
林

◯
講
演
会

　

▼
講
師

　

・
蒔ま
き

田た

明あ
き

史ふ
み

さ
ん
（
秋
田
県
立
大
学
教

授
）

　

・
北き

た

川が
わ

和か
ず

男お

さ
ん
（
京
都
市
産
業
技
術

研
究
所
）

◯
参
加
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

上
関
下
組
部
落
柴
田

（
☎
55
8
8
5
3
）
へ

◯
と　

き　

10
月
19
日
㈬
午
後
7
時
〜
8

時
20
分

◯
と
こ
ろ　

稲
川
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
講　

師　

小こ

林ば
や
し

忠た
だ

通み
ち

さ
ん
（
石
川
理
紀

之
助
翁
＆
後
藤
逸
女
研
究
家
）

◯
参
加
料　

無
料

◯
定　

員　

50
人

◯
問
い
合
わ
せ　

稲
川
文
化
財
保
護
協
会

松
村
（
☎
43
2
3
6
4
）
へ

◯
と　

き　

10
月
29
日
㈯
午
前
9
時
〜
午

後
0
時
30
分
／
午
前
9
時
ま
で
道
の
駅

さ
ん
な
い
駐
車
場
集
合

◯
と
こ
ろ　

白
木
峠
（
横
手
市
山
内
）

◯
参
加
費　

二
百
円
（
保
険
代
）

◯
持
ち
物　

雨
具

※
小
雨
は
決
行
、
雨
天
時
は
中
止
に
な
り

ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県

自
然
観
察
指
導
員
連
絡
協
議
会
「
横

手
・
湯
沢
・
雄
勝
」
支
部
大
日
向
（
☎

0
9
0
―
7
7
9
2
―
5
1
3
5
）
へ

◯
と　

き　

10
月
23
日
㈰
午
前
10
時
か
ら

（
振
る
舞
い
な
ど
が
無
く
な
る
ま
で
）

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
中
央
病
院
跡
地

◯
内　

容　

振
る
舞
い
鍋
、
抽
選
会

※
ゆ
ざ
わ
新
鮮
楽
市
は
、
当
日
も
平
常
通

り
午
前
6
時
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

ゆ
ざ
わ
新
鮮
楽
市
実
行

委
員
会
（
観
光
・
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課

内
☎
55
8
1
8
0
）
へ

　

羽
後
交
通
で
は
、
創
立
百
周
年
記
念
事

業
と
し
て
路
線
バ
ス
を
「
百
円
バ
ス
」
と

し
て
運
行
し
ま
す
。

　

高
速
バ
ス
な
ど
一
部
路
線
を
除
き
、
距

離
に
関
係
な
く
一
乗
車
百
円
で
利
用
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◯
実
施
日　

10
月
23
日
㈰
〜
24
日
㈪

◯
問
い
合
わ
せ　

羽
後
交
通
湯
沢
営
業
所

（
☎
73
1
1
5
3
）
へ

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に

行
こ
う
!

路
線
バ
ス
に『百

円
』で
乗
車
!

市
民
参
加
の

森
づ
く
り
事
業
の
開
催

歴
史
講
演
会

秋
田
県
至
宝
の
女
性
歌
人

『
後
藤
逸
女
』

ゆ
ざ
わ
新
鮮
楽
市
感
謝
祭

秋
の
自
然
観
察
会

2016.10.15
11

2016.10.15
10

油漏れに注意！油漏れに注意！
　秋から冬にかけて、暖房機器使用などに伴う灯
油流出事故が、湯沢雄勝管内では過去5年平均で
7件発生しています。
　灯油流出事故を起こした場合、当事者が高額な
油の回収・処理費用を負担しなければいけませ
ん。
　灯油流出事故を絶対に起こさないために、次の
注意事項を守りましょう。
① 防油堤を取り付ける
　防油堤の設置とホームタンクの足を固定して
ください。
② その場を離れない!目を離さない!
　ホームタンクなどから灯油を小分けするとき
は、絶対にその場を離れないようにしましょう。
③ 配管の場所には目印を!
　配管の破損を防ぐために
雪囲いをしたり、配管の場
所が雪で分からなくならな
いように目印を立てておき
ましょう。
④ 定期点検を怠らない
　油膜がないか、油のにお
いがしないかなど配管の亀裂・腐食やホームタン
クの定期点検に努めましょう。
◯問い合わせ　湯沢雄勝広域市町村圏組合消防
本部予防課（☎73-3168）へ

　農業委員会では、農地転用申請を受けた場合、
許可の可否を判断するため、農地の現地確認を
行なっていますが、冬期間は積雪により農地の
現地確認が困難になります。
　冬期間の農地転用申請については、次のとお
りとしますので、早めにご相談ください。
○転用申請受付終了日

※冬期間や雪解け後、すぐに着工したい場合も
この日まで申請してください。
○転用申請受付開始日

※許可後、着工できるのは6月初旬ごろになり
ます。
○問い合わせ　農業委員会事務局（☎73-2138）へ

冬期間の
  農地転用申請について

11月18日㈮

平成29年3月22日㈬

『健康』をかたった悪質商法に注意!
　「無料健康体験会」と書かれたチラシを
見て会場へ行ってみたら、健康食品や高
額な健康器具の購入を勧められたという
相談が寄せられています。
　「無料体験」や「健康相談」などと言って
集会所に人を集めて、商品を体験させた
後、別の商品を次々に紹介し断れない雰
囲気にさせ、最終的に商品を購入させら
れる可能性もあります。
　その場の雰囲気にのまれ
ず、購入や契約はその場で
すぐ判断しないで、必要の
ないものはきっぱり断りま
しょう。

　心配なとき、困ったときは、早めに相談を!
■消費生活に関する相談、出前講座の依頼は…
　湯沢市消費生活センター
　市役所本庁舎１階☎72－0874へ
　受付時間（平日）：午前8時30分～午後5時

Profile ピアノ　伊藤　伸

秋田県横手市出身。桐朋学園音楽学部演奏学科卒業。
2009年、第78回日本音楽コンクール第１位。併せて、野村賞・三宅
賞・井口賞・河合賞・岩谷賞（聴衆賞）を受賞。
その他、数多くのコンクールで受賞する。
バロックから現代までの幅広いレパートリーを持ち、特にフラン
ス近代の作品に傾倒。また、編曲、多様な楽器とのアンサンブルな
ど、活動を幅広く手がけている。
その静を感ずる繊細な音楽と、音そのものの持つ美しさには定評
がある。

オール・ショパン・プログラム

　ノクターン 第 2番 変ホ長調 Op.9-2
　ワルツ 変ニ長調 Op.64-1 《子犬のワルツ》
　スケルツォ 第 2 番 Op.31
　子守歌 Op.57
　幻想曲 Op.49
　
　バラード
　　第 1番 ト短調 Op.23
　　第 2番 ヘ長調 Op.38
　　第 3番 変イ長調 Op.47
　　第 4番 ヘ短調 Op.52

曲目

曲目は変更の可能性がございます、御了承下さい

Shin Ito Piano Recital
ピアノリサイタル
伊藤　伸

201611.20㈰
13：30開場　14：00開演

当日各500円増

未就学児童のご入場はご遠慮下さい。

（全席自由）
大　　　人 2,000円
高校生以下 1,000円

湯沢市雄勝文化会館
オービオン
入場料

会　場

■プレイガイド　雄勝文化会館、湯沢文化会館、各地区生涯学習センター、楽器の店カネキ（横手市）、洋装くえもん（羽後町）
■主催　湯沢市、湯沢市教育委員会、雄勝文化会館
■後援　秋田県、湯沢市民管弦楽団、コンサート倶楽部ゆざわ、（株）ＦＭゆーとぴあ

●問合せ先　雄勝文化会館 オービオン　湯沢市横堀字白銀町49-1　TEL 0183-52-2112

第6回副市長☆月イチトーク
『ノブっこの部屋』

ヤマモ商品が当たる抽選会を行います。
特別企画として、ヤマモ商品展示販売会・
ヤマモ特製スープ試食会を開催します。

　ホスト役である藤井延之副市長が毎月、市出
身・在住で頑張っている若者や女性をゲストに招
き、アットホームな雰囲気で語り合う 「ノブっこ
の部屋」。あなたの知らない湯沢が見えてくる官
民一体のプロジェクトです。
　10月のゲストは、ヤマモ味噌醤油醸造元7代目
の高橋泰さん。受け継がれてきた伝統を重んじな
がら、未来に向かって進化に挑戦し続けている“ヤ
マモブランド” について語ります。
◯と　き　10月17日㈪ 午後6

時30分～7時30分
◯ところ　市役所本庁舎1階

市民ロビー
○テーマ　「リブランディング

～継承・融合・進
化～」

※参加無料。予約不要。

　

◯問い合わせ　ひびく・つながる創造課戦略広報
　班（☎55-8249）へ

ゲスト　高橋泰さん

たか はしやすし



村 田　愛 莉ちゃん
藤 本　怜 那ちゃん
髙 橋　柚 咲ちゃん
佐々木 絢 音くん
舘 石　大 尋くん
成 田　友 哉くん
門 脇　総 汰くん
羽根川 幸 花ちゃん

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

川　　　連
佐　　　野
早　　　坂
飯　　　田
中　町　２
川　　　連
久　保　１
上　久　保
羽　　　竜
梺　　　３
西　川　連

86
89
97
93
91
94
82
94
82
79
81

9.18
9.19
9.19
9.20
9.21
9.22
9.22
9.23
9.24
9.25
9.27

9月30日届け出分まで

清　孝
裕　一
勝　治
本　人
繁　吉
良　一
ケ　ヰ
繁　吉
イネ子
サ　チ
浩　樹

13
2016.09.15

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

あいり

れいな

ゆずき

あやと

ひろみつ

ともや

そうた

さちか

9.10

9.10

9.14

9.15

9.16

9.17

9.20

9.29

圭さん・さつきさん

和弥さん・慶子さん

伸也さん・恵子さん

望さん・葵さん

大析さん・美帆さん

正洋さん・洋子さん

和紀さん・詳子さん

拓真さん・典子さん

岡　　　田

光　陽　台

杉沢表第２

深 堀 ２ 区

若　葉　町

清水町第１

山 谷 第 １

愛 宕 新 町

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

樋 渡　也 乃ちゃん
な　の

9.13 康之さん・美穂さん 野　村　２

●雄勝地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

佐 藤　蒼 天くん
そ　ら

9.15 勝さん・京子さん 京　　　櫃

9.15
9.16
9.17
9.18
9.18
9.21
9.23
9.23
9.23
9.24
9.24
9.25
9.25
9.26
9.26
9.27
9.27
9.28

64
89
88
77
52
79
83
76
85
77
89
70
85
93
88
49
93
78

麓
平　和　町
上 二 井 田
愛宕町第３
清水町第２の１
新　　　城
宮 渕 ２ 区
杉沢新所下
横　　　上
宮 渕 ３ 区
さつき町第1
横　　　上
小　中　嶋
深 堀 ２ 区
六 日 町 上
清水町第７
新　木　野
南新町第１

民幸子
和　子
貞　子
本　人
時　子
勇
邦　雄
健　春
久
武　央
恵　紋
佐藤秀幸
一　由
高　男
信　悦
ユ　ウ
修　一
宗　平

井 上　チ ヱさん
佐 藤 ミチ子さん
藤 原 ヨシヱさん
東海林タミヱさん
加瀬谷　　茂さん
石 山　民 治さん
佐 藤 義四郎さん
佐 藤　ト ミさん
村 上　秀 吉さん
森 田　智 育さん
近 野　弘 美さん

9月30日届け出分まで

長 倉　雅 行さん
千 　　武 郎さん
佐 藤　ミ ツさん
次 藤　冨 男さん
船 山　和 広さん
高 橋　金 藏さん
井 上　テ ルさん
伊 藤　祐 悦さん
柴 田　テ ツさん
井 上　　 武さん
近 江　善 也さん
山 田　国 明さん
伊藤孫左エ門さん
宮 崎　サ タさん
中 嶋 長太郎さん
岩井川 健 一さん
小 嶋　重 男さん
伊 藤　修 吉さん

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

川　　　井
小　　　沢
新　　　地

堺

87
93
98
90

9.17
9.18
9.21
9.21

沼 倉　タ チさん
樋 口　末 　さん
菅　　 ミ ヤさん
小野田 匠 吾さん

優　子
あつ子
勝　美
匠　英

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

小　　　安
湯　　　元

84
80

9.15
9.28

阿 部　銀 治さん
佐 藤　岩 藏さん

本　人
あゆみ

2016.10.15
12

■問い合わせ　教育総務課総務班 (☎73－2161）へ

≪高校生・一般指定券の配布について≫
　高校生・一般への入場券（指定券）は、次により事前配布します。なお、座席指定はできません。市内の小学
生・中学生については、学校で取りまとめの上、別途配布します。当日券の配布は予定していません。
〇と　き　10月24日（月）～26日（水）午前9時～午後5時
〇ところ　市役所本庁舎 1階市民ロビー
〇配布数　一人4枚まで（座席が無くなり次第終了します）

■と　き　10 月 30 日（日）午後2時開演
■ところ　湯沢文化会館大ホール
■入場料　無料
■演奏曲　「ル・ボゥ・ジャポン」組曲（作曲／天野正道）
　　　　　真田丸～メインテーマ～（作曲／服部隆之）
　　　　　ユー・レイズ・ミー・アップ（編曲／星出尚志）ほか

●人口
　 男
　 女

47,300人
22,581人
24,719人

………
………
………

（－64人）

（－39人）

（－25人）●世帯数 18,106世帯… （－12世帯）

前月比

前月比
９月末現在
人口と世帯数の動き人口と世帯数の動き

　税金の控除を受けるには、年末調整や確定申告を行うときに、領収書や控除証明書の添付が必
要となります。
　11月上旬に、日本年金機構から、国民年金保険料を納めた人へ国民年金保険料控除証明書が送
付されますので、年末調整や確定申告まで大切に保管してください。
　控除の対象となるのは、1月から12月までに納めた保険料の全額です。また、配偶者や家族（子
どもなど）の保険料を納めた場合も合わせて控除が受けられます。
※10月から12月までの間に保険料を納めた人には、平成29年2月上旬に送られます。

問い合わせ　大曲年金事務所（☎0187‒63‒2296）、市民課国保年金班（☎55‒8164）へ

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のときにも心強い味方と
なる制度です。保険料は納め忘れのないようきちんと納めましょう。

社会保険料控除の対象です！
納めた国民年金保険料は全額が納めた国民年金保険料は全額が

社会保険料控除の対象です！険険料険料

に、領収

人へ国民
さい

控除証明書

控除証明書

偶者や家族（子

協力／自衛隊秋田地方協力本部

～ 年末調整や確定申告まで大切に保管を！～



012-0844
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このページは、事業所等の広告です。
広告の内容と湯沢市の業務に関係はありません。

■発行日／2016.10.15　　■発行／湯沢市
■編集・デザイン／総務部　ひびく・つながる創造課　〒012-8501 秋田県湯沢市佐竹町1番1号　（TEL0183-55-8249、FAX73-2117）
■ホームページ／http://www.city-yuzawa.jp/　　■広報へのメール／koho@city.yuzawa.ｌｇ.jp　■市長へのメール／shicho@city.yuzawa.ｌｇ.jp
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